
























要約 :本研究は市町村における保健と福祉の連携を促進するための諸課題を明らかにしよ

うとするものである。第 2 年度の今年は,保健サービスとヒューマンサービスのあり方に

焦点をあてリサーチを実施した。ヒューマンサービスとは,ソーシャルワーク系ヒューマ

ンパワー(ソーシヤルワーカー,児童福祉司,家庭児童相談員,児童指導員,児童厚生員,民生

委員児童委員,主任児童委員など),ケア系ヒューマンパワー(保母,保育ママなど),心理系

ヒューマンパワー(臨床心理職など)によって提供される子どもと親のウェルビーイングの

実現をめざす子ども家庭サービス(child and hamily services)をいう。具体的には,「子

どものためのサービス」,「親のためのサービス」,「親を通した子どもへのサービス」が

あり,サービスの種類としては(1)促進サービス(promotion),(2)予防サービス

(prevention),(3)支援サービス(supporｔ),(4)援助サービス(help),(5)保護サービス

(protection)などのプログラムが考えられる。

 これらのサービスを保健・医療系ヒューマンパワー(医師,保健婦,助産婦,看護婦)とどう

連携しつつ提供するかが現状の課題となっている。

そこで,本研究では,評価の高い実践事例((1)武蔵野市立 0123 吉祥寺,(2)大阪府東大阪市

児童部児童課中福祉事務所家庭児童相談室)の検討,さらに,保育所における「社会的に援

助の必要な子どもの調査」を実施し,これからの課題を考察し,提言を行った。


